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１　展開公式について次の問いに答えなさい。

①　
[image: image92.emf]

となることを、次の図を使って説明しなさい。
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となることを①と同様に、次の図を使って説明しなさい。
（ただし
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とします）
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【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】展開の式が成り立つことを、数学的な考え方（長方形の面積）を用いて説明でき

るかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方　
【解答】①長方形の面積を表す式は、

縦×横で表すと、　
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 EMBED Equation.3  [image: image8.wmf](
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　　　　　　４つの長方形の和で表すと、
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　　　　　　したがって、
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②斜線の面積は、

縦×横で表すと、
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４つの長方形で表すと　
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　　　　　したがって、
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の形の式を展開したとき、
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の係数が
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となるような式を２つつくりなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】展開の式の意味を読み取り、立式できるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】
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　となる数字を
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に入れた式ならすべて正解
３ 
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 が因数分解できるように整数
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の値を決めるとき、
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の値をすべて求めなさい。


【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】因数分解の式の意味をよみとることができるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】
[image: image24.wmf]=
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－15，－９，９，15
４　次の各問いに答えなさい。
①　
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　を因数分解しなさい。
②　□にある数を代入して　
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　が因数分解できるようにしたい。□に適する数を入れ、因数分解しなさい。ただし、□に代入する数は３以外の数とする。
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【領域】数と式　　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】因数分解すること、因数分解の式の意味をよみとり、立式できるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】①　
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　となるものならすべて正解
· は、その　
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　の値

５　ＡさんとＢさんは、連続する２つの整数の２乗の差の数の共通な性質を調べています。
	【Aさんの説明】
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　　だから、
連続する２つの整数の和は、どのような場合でも２数の和に等しい。　　　　　　　　　　　　　　　　


　
①　Aさんの説明では不十分なところがあります。なぜ不十分かを述べなさい。
②　不十分にならないように、連続する２つの整数の和は、「どのような場合でも２数の和
に等しい。」ことを、説明しなさい。
　

【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】数の性質について、成り立つ関係を説明から振り返って考えること（不十分さを

よみとる）、不十分さを改善して文字を用いた式で説明すること、発展的に考え、

文字式をよみとり、多様な関係をみいだすことができるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】①（例）限られた（３通りの）場合について提示しているだけであって、文字

を用いる方法など一般的な説明ができていない。

　　　  ②　小さい方の整数をｎとすると、大きい方の整数はｎ＋１と表される。

　　　　　このとき、２乗の差は、

　　　　　　（ｎ＋１）２－ｎ２＝ｎ２＋２ｎ＋１－ｎ２

　　　　　　　　　　　　　　＝２ｎ＋１＝ｎ＋（ｎ＋１）

　　　　　　よって、この差は、連続した２数の和に等しい。

　　　　
６　次の(1)～(3)は一の位の数が５の２けたの数を２乗する計算を示しています。
	　
(1)　　　　　３５          (2)       ４５　　　　　　(3)         ５５　　　　　  

　 　　　　×３５　　　　　　　　　×４５　　　　　　　　　　　×５５
　 　　　１２２５　　　　　　　　２０２５　　　　　　　　　　３０２５


　Ａさんは、この計算は、（十の位の数）×（十の位の数＋１）の結果を百以上の位にかいて、下２けたには25をかけばできるのだと見抜きました。
　それを、式を使って説明しようと考えました。

　①　はじめの２けたの数を、文字をつかって表すとどうなりますか。

　②　①で表した式をつかって、説明しなさい。

　

　Ａさんは、この説明をするなかで、十の位が同じで一の位の和が１０になるような数でも同じような計算ができると気付きました。

（例）


　(1)　　　　３２          (2)       ４４　　　　　　(3)         ５９　　　　　  

　 　　　　×３８　　　　　　　　　×４６　　　　　　　　　　　×５１
　 　　　１２１６　　　　　　　　２０２４　　　　　　　　　　３００９

　③　どのように計算しているか、上の問題の下線にならい、説明しなさい。

　④　これも同じように説明するには、どのようにすればよいかかきなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　　　　【単元】式の計算

【趣旨】数を文字式で表すこと、数の性質について、成り立つ関係を説明から文字を用い
た式で表現すること、さらに発展的に考えて、新たにわかる関係をみいだし、説
明できるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】①　十の位を
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　とすると、
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　より、

一の位の数が５の２けたの数を２乗した数は、（十の位の数）×（十の位の数＋１）の結果を百以上の位にかいて、下２けたには25をかく
　　　　③（十の位の数）×（十の位の数＋１）の結果を百以上の位にかいて、下２けたには２つの数の一の位の積をかく
4 ２数を
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　とすると、　
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　よって、十の位の数が同じで一の位の数の和が10である２数の積は、（十の位の数）×（十の位の数＋１）の結果を百以上の位にかいて、下２けたには２つの数の一の位の積をかく
７　９１の素因数分解を次のように考えました。
９１＝ア－９となりますが、アも９もある数を２乗した数なので

９１＝イ２－ウ２

＝(イ＋ウ)(イ－ウ)

　　　
　＝エ×オ
ここでエ、オも素数となるので、求める素因数分解はエ×オとなる。

次の問いに答えなさい。

①　ア～オに当てはまる数をかきなさい。

②　この方法を利用して9991を素因数分解しなさい。（途中の式もかきなさい）


【領域】数と式                   【単元】式の計算
【趣旨】素因数分解を、数学的な見方や考え方（因数分解）を利用しながら解く過程を考
えること、その考えを利用して発展的に考え、表現できるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】①　ア　100　　　イ　10　　　ウ　３　　　エ　　13　　　オ　７
　　②　9991＝10000－9＝100２－3２＝(100＋３)(100－３)＝103×97

８　乗法公式を利用して下の式の展開をし，例を参考にして「→」の右側の式を完成させなさい。
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(1)　上の例を参考に，次の式の□，△に入る数を決めなさい。

①　
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(2)　次の式を同様の操作で式変形をしなさい。
⑥　
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【領域】数と式　　　　【単元】式の計算
【趣旨】乗法公式を利用して，平方式を作る操作を習得し，二次方程式の解の公式を導けくことにつなげる。
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答】例題は次の通り
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　　　　　　　　基準　　　　2倍　　2乗　　　　　　　基準　→　半分 → 2乗をひく

①　
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９　次の□の中にあてはまる数をいれなさい。

　① 
[image: image60.wmf]+

x

(

□
[image: image61.wmf]2

(

)

+

x
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 EMBED Equation.3  [image: image68.wmf]-

=

2

)

x

□
[image: image69.wmf]18

+

x


　③ 
[image: image70.wmf]-

x

(

□
[image: image71.wmf]2

)
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【領域】数と式　　　　【単元】式の計算
【趣旨】乗法公式を利用した展開の構成を把握する。
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解 
【解答】左から順に　①　5，10　②　3，9　③　5，10　④　2，12　⑤　6，36　　
10 次の各問いに答えなさい。
① 偶数、奇数の積について、次の（　）には偶数、奇数のどちらが入りますか。
　　(ア) (偶数)×(偶数)＝(　　　) 　　　
(イ) (偶数)×(奇数)＝(　　　)
(ウ) (奇数)×(奇数)＝(　　　)
　② ①の(ウ)を証明しなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】九九の表からも見いだすことができ、小学校の時から知っている「奇数と奇数の積は奇数」という身近な計算結果が、(多項式)×(多項式)の計算や因数分解を利用して証明できることを理解する。
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】① (ア)偶数　(イ)偶数　(ウ)奇数
　　　　②の解答例
m，nを整数とすると、2つの奇数は2 m＋1，2 n＋1と表される。

　　　　　これら2つの奇数の積は　　(2m＋1)(2n＋1)＝4m n＋2m＋2n＋1
                                                   ＝2(2mn＋m＋n)＋1
　　　　　　2mn＋m＋nは整数なので、2(2mn＋m＋n)＋1 は奇数である。
　　　　　　したがって、奇数と奇数の積は奇数である。
11　右図のように円形の花壇があります。この花壇の外側に
一定の幅の道がついています。このとき道の面積は、道の
中央を通る円の円周と道幅との積に等しいことを証明しな
さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道　　　
道の中央を通る円

【領域】数と式　　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】多項式の計算を利用して、図形の問題に適用することができる。
　　　　文字情報を式化し、題意を満たす証明ができる。
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答例】
円形の花壇の半径をr ｍ、回りの道の幅をa ｍとする。
道の面積は、π(r＋a)2－πr 2 =πr 2＋2πar＋πa 2－πr 2=2πar＋πa 2 …①
次に、道の中央の円周は、半径がr＋
[image: image83.wmf]2
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なので、円周は2π(r＋
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a

)

道の中央の円周と道幅aとの積は2π(r＋
[image: image85.wmf]2

a

)×a＝2πar＋πa 2 …②
　　①,②より、道の面積は道の中央を通る円の円周と道幅との積に等しい。
12　(a＋b)１、(a＋b)２を展開すると、 (a＋b)１=a＋b、(a＋b)２=a２＋2ab＋b２　となります。次の各問いに答えなさい。
　① (a＋b)( a２＋2ab＋b２)を展開して、(a＋b)３　を求めなさい。
② (a＋b)１、(a＋b)２、(a＋b)３　の結果を使って、(a＋b)４と(a＋b)５の展開式がどうなるかを、計算をせずに、その結果の見通しをたてなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】既習事項の結果を使って、発展的な問題の結果に関して見通しがたてられるかどうかをみる。
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答】
①(a＋b)３= a３＋3a２b＋3ab２＋b３
②(a＋b)４= a４＋4a３b＋6a２b２＋4ab３＋b４
　　(a＋b)５= a５＋5a４b＋10a３b２＋10a２b３＋5ab４＋b５
係数を取り出して、次のような関係を見つけることができるか。
1  2  1
1  3  3  1
1  4  6  4  1
1  5  10  10  5  1
13　7でわると4余る数をA、7でわると5余る数をBとするとき、AとBの和と積を7でわったときの余りをそれぞれ求めなさい。その考え方を表す式も示しなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】目的に応じて式を活用、変形して、筋道の通った形を示すことができる。
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答例】AとBの和を7でわった余りは2、積を7でわった余りは6
　（考え方の例）
　a,bを整数とすると、A＝7a＋4、B＝7b＋5と表される
　
　【AとBの和】　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　(7a＋4)＋(7b＋5)＝7a＋7b＋9　　　　　　　　　　 　　
＝7a＋7b＋7＋2　　　　　　　　 　　
＝7(a＋b＋1)＋2　　　　　　　　 　　
a＋b＋1は整数なので、7(a＋b＋1)＋2は7でわると2余る。　　　　
【AとBの積】
　　　　　(7a＋4)( 7b＋5)＝49ab＋35a＋28b＋20
＝49ab＋35a＋28b＋14＋6

＝7(7ab＋5a＋4b＋2)＋6
7ab＋5a＋4b＋2は整数なので、7(7ab＋5a＋4b＋2)＋6は7でわると6余る。
※　太字は全国学力･学習状況調査のB区分問題で、記述解答のポイントになる。
14　xが整数のとき、x２＋2x－35が素数となるようなxの値を、すべて求めようと考えました。次の各問いに答えなさい。
　
①　x２＋2x－35 を因数分解しなさい。
　②　①で求めた2つの因数の積が素数であるためには、次の2つの条件が必要です。
（　　）に適切な言葉や数を入れなさい。
　　（ア）2つの因数が、ともに（　　）か、ともに（　　）であること。
　　 (イ) 一方の因数の絶対値が（　　）で、もう一方の因数の絶対値が（　　）であること
③　①,②を利用して、xの値を求めなさい。また、考え方もかきなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　　　【単元】式の計算
【趣旨】素数について理解し、素数の性質と因数分解の形の式とを関連づけて、論理的に考えることができるかどうかをみる。
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答例】① (x＋7)( x－5)　　
② (ア)正、負（順不同）　　(イ) 1、素数（順不同）　　
③ xの値は6と－8

（考え方の例）→　方針：因数分解をした式を用いて、場合分けして解を求める。
①より、x2＋2x－35＝(x＋7)( x－5)

    ②より、素数は正の整数であるから、x＋7とx－5はともに正の数であるか、ともに負の数でなければ
ならない。また、素数は1とその数自身以外には約数を持たない数であるから、 x＋7とx－5
のうち、一方は絶対値が1で、もう一方は絶対値が素数にならなければならない。
　　以上の条件を満たすのは、次の2通り。
　　◆　x＋7とx－5の両方が負で、一方の絶対値が1（つまり－1）になる場合
　　　　  x＝－8のとき、(x＋7)( x－5)＝(－8＋7)(－8－5)＝(－1)×(－13)＝13
　　◆　x＋7とx－5の両方が正で、一方の絶対値が１（つまり１）になる場合
　　　    x＝6のとき、(x＋7)( x－5)＝(6＋7)(6－5)＝13×1＝13
　　ここで、13は素数であるから、どちらも題意を満たしている。
x＋7とx－5はともに正の数であるか、ともに負の数で、また、x＋7とx－5のうち一方の絶対値が１になる場合は他にはない。
　　　※発展的な学習の素材としてご活用ください
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